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薪 くの如き趣旨で発足 しました当誌は・多 くの会員の御賛kを得て・当初第1巻の年4國発
行が,次年度(第2巻)に は年6回 となり,更にそのi翌年度(第3巻)よ りは年12回の月刊
誌と癸展して参 りました.そ の状況は溺表に掲げました如 く・本号迄の掲載論交数は519を
数え,その御投稿を頂きました所属機関は殆んど本邦金部の医科大学・宮公立病院に及んで




ドイツ.イ タリー.オ ース トラリア・ブイソラソド・ソ連・中國・台湾・韓国等の十数 力国





編集業務の一端を申し上げますと,次 の如 くなります 御投稿論文を受取りますと・論文
控帳には,原稿頁数,図版(凸 版)数,写 真版数・附蓑数等を記録 し・印刷所へは論文の活
暢 数,ゴ ジ。痔 を指示し,…瀦 へは掲載予定号(発 行予定鍔)を簾 事軋 上げており
ます 特別掲載論文が輻綾 して来て,掲載予定が御返裏を上げました号より遅延 して,御迷
惑を御かけ した著老の方々もあ珍,こ こにお詑びします(そ の都度御達絡は申し上げておる
筈ですが)各 号の稲田教擬によります編集が終りますと,発行予定月の1.2ヵ 月前に原
稿を印刷所へ廻 します 印刷所にて組版が完了して校疋刷がでま次第,校正の誤りを少 くす
るため初脚 み瀦 へ送付 してお舷 す その上にて・織 部 傲 室員嘱)に て三 四校
まで校正 しております 充分に注意して校正しておりましても,い ざ雑誌が手元に届 くと時






出来るだけ早い目に御納金下 さいますことを望んでお ります,製 薬会社等より広告料を頂い
ておりが,御覧の通 り掲載広告も少 く些少なものです 外国雑誌にみられる如 く.多数の広
告が集まれば,広告料も増大 し,従つて掲載料も低額にできるということになれば望 ましい
のですが,現 状では止むを得ません.テ レビ,日刊新聞に医師の指示のみに御使用下 さいと




つて喜んでおる束の間に,物価はそれ以上にどんどん上昇 してお ります これも所得倍増の
一端か も知れませんが,私共には経済上の事はさつぱ りわか りません.ただ,痛切に感じま























































大 堕 医 大
　 医 大神
奈 良 医 大


































































































































































計 35 42 83 78 121 109 51 519
